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1507年　第１巻 スピナチーノ Francesco Spinacino曲集Ⅰ　全 38曲
 第 22～第 38曲が Recercare（17曲）
1507年　第２巻 スピナチーノ曲集Ⅱ　全 43曲
 第 34～第 43曲が Recercare（10曲）
1508年　第３巻 ジョヴァン・マリア曲集　現存せず
 リチェルカーレが含まれていたらしい。




 第２、第５、第７、第９、第 11～第 14、第 34曲の舞曲 Calataのコーダとして
 Recercar（９曲）
1509年　第５巻 ボッシネンシス Franciscus Bossinennsis曲集Ⅰ　全 96曲
 第 71～第 96曲が Recercar（26曲）
1511年　第６巻 ボッシネンシス曲集Ⅱ　全 76曲
 第 57～第 76曲が Recercar（20曲）

































1536年 Intabolatura di Liuto　全 35曲
 第１曲～第 19曲がリチェルカーレ（19曲）








































第 23～第 28曲 パヴァーナ Pavana
［ビウエラ歌曲］
第 29～第 39曲 ビリャンシーコ Villancico、ロマンス Romance、ソネト Soneto
［ビウエラ独奏曲］
第 40～第 61曲 第 40～第 52、第 55～第 61曲　
 第１旋法から第８旋法までのファンタシア（20曲）























（２）ルイス・デ・ナルバエス Luis de Narváez（c.1500/10?-fl.1530-1549以降）《ビウエラ奏法







第３巻　第 15～第 21曲 ミサ曲の編曲（７曲）　Josquin, Gombert, Richafort
第４巻　第 22～第 23曲 ディフェレンシア Diferencia（２曲）
［ビウエラ歌曲］
第５巻　第 24～第 30曲 ロマンス（２曲）、ビリャンシーコ（３曲）、
 ビリャンシーコにもとづくディフェレンシア（２曲）
［ビウエラ独奏曲］
第６巻　第 31～第 33曲 ディフェレンシア（２曲）、































（４）エンリケ・デ・バルデラバノ Enriquez de Valderrábano（c.1500?-fl.1550-after1547）《セイレー








第３巻　第 52～第 73曲 宗教曲、世俗曲（カンシオン Cancion）
第４巻　第 74～第 88曲 ２台のビウエラのための曲（宗教曲、世俗歌曲）
第５巻　第 89～第 121曲 ファンタシア（旋法名のみ記されているもの、ミサやモテット、
およびカンシオンに基づくもの）（33曲）
第６巻　第 122～第 164曲 第 122～第 137曲　宗教曲
 第 138～第 164曲　ソネト（22曲）、カンシオンなど
特に第６巻中にある第 138曲は、ソネト Sonetoとソナダ Sonada
の両方の表記があり、ミランの曲集とともに、「ソナタ」の用語
の初期使用例である。
















　第 13、第 14曲 ファンタシア（２曲）
第２巻　第 15～第 33曲 宗教曲、世俗曲
－73－
第３巻　第 34～第 54曲
　第 34～第 45曲 オブリガート付きファンタシア（12曲）
　第 46～第 57曲 旋法別ファンタシア（12曲）
第４巻　第 58～第 62曲 ジョスカンのミサに基づくもの
第５巻　第 63～第 67曲 ジョスカンのミサに基づくもの
第６巻　第 68～第 80曲 ジョスカン、ウィラールト、ゴンベールなど当時有名な
 作曲家の曲に基づくもの




















































第２巻　第 23～第 35曲 様々な作曲家のモテット編曲
－75－
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資料１　フェンリャーナ曲集のファンタシア特質表
収録番号 Fantasia 小節数 特徴１ 副題 声部 開始音 終止音 拍子
12 No.1 90 模、即 なし 三声 G C（Cのみ） 2/4
14 No.2 123 模 なし 三声 D G（長三和音） 2/4
16 No.3 115 模 なし 三声 A A（長三和音） 2/4
18 No.4 95 模 なし 三声 G G（長三和音） 2/4
20 No.5 127 模 なし 三声 D D（長三和音） 2/4
22 No.6 66 模 なし 三声 A D（Dのみ） 2/4
24 No.7 188 模 なし 三声 E A（長三和音） 2/4
26 No.8 215 模、即、和 なし 四声 D A（長三和音） 2/4、4/3、3/2
28 No.9 108 模、即 なし 四声 G C（長三和音） 2/4
30 No.10 119 模 なし 四声 A A（長三和音） 2/4
32 No.11 190 模、即、和、空 なし 四声 A A（空虚五度） 2/4
34 No.12 122 模、即、和 なし 四声 G G（長三和音） 2/4
36 No.13 113 模 なし 四声 C C（長三和音） 2/4
38 No.14 175 模、和 remedando esta Ave Maria 四声 C C（長三和音） 2/4
40 No.15 212 模、即、和、二声 なし 四声 E A（長三和音） 2/4
42 No.16 93 模、即、和、オ なし 四声 Fis Fis（長三和音） 2/4
44 No.17 109 模、即 なし 四声 D G（長三和音） 2/4
46 No.18 136 模、即、和 なし 四声 D G（長三和音） 2/4
48 No.19 111 模、即 なし 四声 A G（長三和音） 2/4
50 No.20 172 模、和 なし 四声 A A（長三和音） 2/4
52 No.21 186 模、和 なし 四声 G G（長三和音） 2/4
54 No.22 188 模、和 なし 四声 C F（長三和音） 2/4
56 No.23 128 模 remedando esta motete［Veni Domine］ 四声 D G（空虚五度） 2/4
86 No.24 89 模、即 なし 四声 B B（長三和音） 2/4
87 No.25 94 模、即 なし 四声 F F（長三和音） 2/4
88 No.26 159 模、即 なし 四声 A A（長三和音） 2/4
89 No.27 85 模、即 なし 四声 F F（長三和音） 2/4
90 No.28 70 模、即 なし 四声 C F（長三和音） 2/4
91 No.29 70 模、即、和 なし 四声 F F（長三和音） 2/4
92 No.30 96 模、即、和 なし 四声 F F（長三和音） 2/4
93 No.31 89 模、即 なし 四声 D D（長三和音） 2/4
94 No.32 90 模、即、和 なし 四声 G G（長三和音） 2/4
95 No.33 96 模、即 なし 四声 C F（長三和音） 2/4
96 No.34 122 模、即、和 sobre un passo forcado, Ut re mi fa sol la 四声 C F（長三和音） 2/4
97 No.35 103 模、即 なし 四声 F F（長三和音） 2/4
98 No.36 108 模、即 なし 四声 F F（長三和音） 2/4
159 No.37 79 模、即 なし 三声 D D（長三和音） 2/4
160 No.38 98 模、即 なし 三声 D D（長三和音） 2/4
161 No.39 67 模、即 なし 三声 G G（長三和音） 2/4
162 No.40 81 模、即 なし 三声 D G（長三和音） 2/4
163 No.41 88 模、即 なし 三声 D E（空虚五度） 2/4
164 No.42 79 模、即 なし 三声 D D（長三和音） 2/4
168 No.43 134 模、即 なし 三声 G D（長三和音） 2/4
169 No.44 71 模、即 なし 三声 D G（長三和音） 2/4
170 No.45 63 模、即 なし 三声 D D（長三和音） 2/4
171 No.46 71 模、即 なし 三声 A E（長三和音） 2/4
172 No.47 67 模、即 なし 三声 C F（長三和音） 2/4
173 No.48 72 模、二声、即、オ de consonancias 三声 F F（長三和音） 2/4
174 No.49 167 三、和、開空 sobre un passo forcado, Ut re mi fa sol la 四声 D D（長三和音） 2/4
175 No.50 123 模、即 なし 三声 F F（長三和音） 2/4
179 No.51 53 模、即 de redobles 三声 C F（長三和音） 2/4
模…………模倣による開始
即…………十六分音符の即興的な走句
和…………和声的な走句
オ…………開始がオクターブ
二声………二声部が同時に開始
三声………三声部が同時に開始
開空………開始が空虚五度
終空………終止が空虚五度
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資料２	 フェンリャーナのファンタシア冒頭部分
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